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きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 26年度　事例集

観光資源の活用
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料理旅館きぐすりや
http://www.kigusuriya.com
代表：神田　和行
業種：旅館業
創業：大正 8年
住所：〒 601-0672　南丹市美山町鶴ケ岡今安 8-1
TEL：0771-76-0015　FAX：0771-76-9008

　そこで、観光客にもっと滞在してもらえるような仕掛

け作りができないかと思案していたところ、旅館に隣接

した今は住む人もいない築 130 年以上の旧村長宅を改

修して「イベントなどが開催でき、飲食も提供できる場

にすれば、新たな需要や雇用を創出することができるの

ではないかと思いました」と話す神田さん。

人々が集い、食と文化を楽しむサロンに
　「以前よりこの古民家を見た人たちから、ここで是非

イベントをしたい、集会に使いたいという要望を聞かさ

れていた」こともあり、神田さんはこの家屋を取得して

改修することにしました。「古民家に集まって、歴史や

芸術を楽しむ古民家サロンをイメージしています。地元

食材をふんだんに使った料理を提供することで、会話も

弾む楽しいひとときを過ごすことができますよ」。

　旧家の住居であったこともあり、風格ある造りの天井

には太くて立派な梁が渡され、囲炉裏などもそのまま

残っています。また、幾つかの部屋を仕切っている襖を

外せば、50 名は収容できる大広間が出現します。

　古い建物のため、手を加えないといけない所は数多く

ありましたが、一年近くじっくりと時間をかけて改修・

補修工事を行い、台所やトイレ、お風呂などの水回りは

新調しました。こうして整備された古民家は、法令で定

められた検査などを済ませた後、新しい役割を担った施

設として生まれ変わります。

通年イベントで町全体を盛り上げたい
　「この古民家の改修ができたことで、今までお待ちい

ただいた多くの方のリクエストに応えていこうと思いま

す」と話す神田さん。能楽師を招いての狂言会、有名な

高僧による法話会、ジャズコンサート、古道散策と歴史

講座、野菜収穫体験と料理講習会など、季節を感じ、自

然や歴史・文化に触れながら美山町でしか味わえないイ

ベントプランを数多く暖めています。「こういったイベ

ントを通年で企画していきたいですね。また、料理や宿

泊も併せて提供することができますので、本館の旅館と

連携した営業も期待できます」。

　また、立地の上でもかやぶきの里から車で 15 分位の

距離にあることから、「イベントと地元の食材を使った

魅力的な商品を提供すれば、こちらへも観光客の方々

を大いに呼び込むことは可能だと思っています。当館に

は大型バスが駐車できるスペースもありますので、今ま

では対応できなかった団体のお客様にも来ていただけま

す」と神田さん。「これからも地域の方達と連携して町

内での消費を促進し、町全体が活性化するような活動が

できれば嬉しいですね」。

神田　元子さん
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　京都と若狭を結ぶ街道や峠道のうち、西の端に位置す

ることから「西の鯖街道」とも呼ばれる周山街道。この

街道沿いで、福井県との県境に近い南丹市美山町の鶴ヶ

岡地区という所に料理旅館「きぐすりや」があります。

　「当館は、もともと明治時代に薬屋として営業を開始

しました。その頃に書かれた薬書も残っており、当時の

様子が伝わります。屋号の『きぐすりや』もそれにちな

んでおり、旅館にして以来、街道沿いの宿としてお客様

をおもてなししてきました」と話す女将の神田元子さん。

大正８年に旅館を創業してから間もなく 100 年を迎え

るということから、茅葺き屋根の建物にも歴史を感じさ

せる趣があります。

　春は山菜、夏はアユ、秋はマツタケ、冬はボタン鍋な

ど、田舎料理とは一線を画す本格的な料理がいただける

ということで評判が高く、また、鹿などを用いたジビエ

料理も好評を得ています。「遠い所をはるばる来ていた

だくのですから、心のこもった美味しい物をたくさん召

し上がっていただきたい。そして、地元の美味しい物を

もっと知っていただきたい。そういう思いで毎日取り組

んでおります」。

古民家を再生して地域活性化の場に
　美山町の東側に位置する知井地区には、国の重要伝統

的建造物群保存地区に指定された「かやぶきの里」（北

集落）があり、38 棟におよぶ茅葺き住居が現存するこ

とで美山を代表する観光スポットになっています。

　しかし、美山町全体としては少子高齢化、過疎化の進

む地域が大半で、雇用機会や産品の販売機会が少ない状

況の中、大型バスなどで訪れる観光客は「かやぶきの里」

をピンポイントで観光した後、食事は丹波や若狭、京都

市内で取るコースが多く、この地域での消費がうまく取

り込めていないことが懸案事項となっていました。
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